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微量のアルミニウム及び鉄の分析法
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? ? ??? ?? ?????
碑酸 ト1)ウムを注意して加えれば,誤差は
完 く避けられる･ロダン法では酸性液ではこ
の方法は簡単には応用されない･オキシソに
よる比色津はロダン法よE)鋭敏でない.
〔E)ダンアンモン比色法の際の盤類の影響⊃
この方法に対する条件や共存塩類の影響は
非常によく研究されている.温泉分析におい
て考慮されるべきものは硝酸塩と弗素 で あ
る･硝酸塩は+誤差を輿えるが,比色の際塩
後量のアルミニウム及び鉄 Z)分析法
酸のみ使用した時は約1gの硝酸塩は+1()%位
で,途中過硫酸アンモンを使用した時も+読
差を与えるので注意する必要がある･弗素は
10mgで-40%,20mgで-70%の誤差を与え
る.
〔結 論〕
アルミノy及びオキシ-/によるアルミ三ウ
81
ム定量の際の鉄の妨害除去に,ロダン鉄のア
ミルアルコール抽出を用いた.鉄の定量にサ
I)チル酸を用い弗素の妨害を除去する事とヂ
チゾン法と組合せる事を考案した.
本研究は昭和25年10月 日本化学会地球化
学分析化学討論会にて報告した.
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